
 

日本多施設共同コーホート研究（J-MICC 研究） 

2025 年度第 1 回全体会議（ハイブリッド開催） 議事録 

日時：2025 年 7 月 1 日（火）13:00〜17:10 

会場：JRゲートタワーカンファレンス会議室５・６ 

 

出席者：  

松尾恵太郎、尾瀬功、道端伸明、成松宏人、栗木清典、菱田朝陽、伊藤秀美、西山毅、 

田村高志、三浦克之、高嶋直敬、渡邊毅、池崎裕昭、原めぐみ、郡山千早、若井建志、 

永吉真子、小栁友理子、醍醐弥太郎、渡邊謙吾、山本清花、北岡かおり、江口英孝、 

今枝奈保美、後藤千穂、桃沢幸秀、齋藤英彦、森際康友、髙橋昌久、山本精一郎、 

井上真奈美、岩崎基、和田恵子、清水厚志、中尾元基、大桃秀樹、須藤洋一、小巻翔平、 

山﨑弥生、美辺詩織、今田恒夫、原田成、後藤温、篠崎智大、中谷友樹、岡田随象、 

中杤昌弘、山本泰之、大橋勇紀、中村洋子、チェイ チョイ ライ、渡邉要、中村翔、 

渋谷真優子、戸塚和杜、中島加奈子、丸山瑞葉、林櫻松、川合紗世、篠壁多恵、景山斎、 

井本逸勢、岩下雄二、藤浪春菜、春日井由美子、川浦正規、平野京子、上林麻紀、 

西脇環、篠原佳美、久保陽子、川口美都、花岡生久子、鈴木貞夫、中川弘子、大谷隆浩、 

渡邉美貴、門田文、関根千晶、山田知子、小原久未子、瀬藤和也、宮川尚子、須磨紫乃、 

石津将、中嶋綾子、西田裕一郎、古川拓馬、田ノ上史郎、指宿りえ、DHRUVA Athira、 

松山吏香、Inria Astari Zahra、日高敬文、Alya Nisrina Fadhila、Hartanti Sandi Wijayanti、

西本大策、松尾洋孝、高橋朋子、中山昌喜、豊田優、清水聖子、水野朋子、田中光信、 

中島宏、田中真樹子、近藤高明、内藤久雄、藤井亮輔、坪井良樹、奥深山寛、加藤昌志、 

春里暁人、香川匠、GAO Yanjun、CHEN Weixin、森田えみ、藤和太、光井満月、黄葳、 

KIM NAHYUN、中濱有伽、三浦碧巴、水田百香、木村悦子、澤野ゆかり、渡邉優子、 

登之内まゆ子、服部秀美 

 

非公開部分（議題１-5、9）の事前登録者 129名 

一般公開セッション（議題 6-8）の事前登録者 9名（上記事前登録者を除く） 

 

【非公開セッション】（議題 1-5） 

1. 主任研究者 挨拶  

2. 「コホート・生体試料支援プラットフォーム（CoBiA）」研究支援代表者 挨拶  

3. 「コホート・生体試料支援プラットフォーム（CoBiA）・コホートによるバイオリソース

支援活動」班長 挨拶  

4. 中央事務局報告 

5. J-MICC 研究の現状と展望 

  



 

【一般公開セッション】（議題 6-9） 

主任研究者（松尾）より、J-MICC 研究が CobiA の枠組みの中で運用されており研究支援

を行っていること、一般公開セッションの趣旨に関する説明が行われた。 

6. J-MICC 研究報告 (3 論文)  

佐賀大学 原めぐみ先生を座長として、J-MICC 研究の成果 3 題が発表された。 

 

◆ 菱田 朝陽 先生 （愛知医科大学医学部 公衆衛生学講座）  

GWAS meta-analysis of kidney function traits in Japanese populations.  

J Epidemiol 2024; 34: 526-534. 

◆ 山本 清花 先生（ 愛知県がんセンター研究所 がん予防研究分野 ）  

Smoking behavior-related genetic variants and lung cancer risk in Japanese: an 

assessment by mediation analysis. Carcinogenesis 2025; 46: bgaf011. 

◆ 北岡 かおり 先生（ 滋賀医科大学 NCD 疫学研究センター ）   

Association between dietary patterns and serum low density lipoprotein cholesterol in 

Japanese women and men: The Japan Multi-Institutional Collaborative Cohort (J-

MICC) Study. J Atheroscler Thromb 2023; 30: 1427-1447. 

 

7. 招待講演 

◆ 渡邊 謙吾 先生 

（ 徳島大学大学院医歯薬学研究部メディカル AI データサイエンス分野 ） 

「オミクスデータ×AI で拓く次世代健康科学」 

 

8. 担当研究者募集 

9. 閉会挨拶 

 


